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ドラッカーの思想枠組み
The Philosophical Framework of Peter F. Drucker

トニー・H・ボナパルト
Tony H. Bonaparte

序�• ドラッカー・ワールド

ドラッカーと聞いて思い浮かべる像はどのようなものか．歴史に驚くべき通
暁を示しつつ，同時に未来への卓抜な洞見をも示しえた知の巨人，そんなイメー
ジもあろう．

彼ほどに一定のラベルを拒否する思想家もそうはない．いかなる発言もしか
るべき評価を獲得した．同時に，いかなるものにもとらわれることがなかった．
その意味で，固定観念の呪縛から自由でありながらも，動かぬ確かなものを求
め続けた．一風変わった観察者として通した．

他方，何事につけ浅薄な寄せ集めに終始して，門外漢のくせに他の学問的知
見を切った貼ったする論者との評言もないではない．

だが，社会科学やマネジメント関連の文献にいささかなりとも通ずる者なら，
ドラッカーが経済学，法，社会学，政治学，経営学などで残した実績には率直
な驚きを禁じえないのではないだろうか．実際，満遍なく知のアンテナを向け
続け，結果として，すべての肩書きを得ている．

では，ただならぬ守備範囲を持つドラッカーに一つの思想的枠組みなどとい
うものは見出しうるのか．そんな問いを発する時，きまって問題になるのが脚
注や参考文献のたぐいがその著作に「見あたらない」ところである．むしろそ
こにこそ本領がある．そんな懐の深さが，広大無辺のドラッカー・ワールドへ
の扉となる．

ポーター教授の辛口の教示と，ドラッカー教授のこの“マージャー・ウェー
ブ”の教えるところはほぼ同じであり，これからの日本の経済界が経営再生に
向けて取り組む際の教訓としたいものである．
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＊ドラッカーがニューヨーク大学教授時代に刊行された還暦記念論文集Peter Drucker: 
Contributions to Business Enterprise (Tony H. Bonaparte and John E. Fraherty eds., 1970, 
New York University Press)の一章として収載されたものである．著者は元セイント・ジョ
ン大学の研究者で，ドラッカーとの親交も厚かった人物．


